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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】タップ切換器を動作させるためのシステムおよ
び方法の提供。
【解決手段】電力グリッドにおける変圧器または電圧調
整器のタップ切換器を動作させる方法（５０）が、或る
期間にわたる負荷予測を獲得すること（５２）を含む。
その期間にわたる平均電圧プロファイルが、その負荷予
測に基づいて算出される（５４）。この方法は、その期
間中の平均電圧プロファイルを均一化するためのタップ
切換器のタップ位置を推定すること（５６）をさらに含
む。スイッチング信号コマンドが、その推定されたタッ
プ位置に基づいてタップ切換器に与えられる（６０）。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
電力グリッドにおける変圧器または電圧調整器のタップ切換器を動作させる方法（５０）
であって、
　或る期間にわたる負荷予測を獲得するステップ（５２）と、
　前記負荷予測に基づいて前記期間にわたる平均電圧プロファイルを算出するステップ（
５４）と
　前記期間中の前記平均電圧プロファイルを均一化するための前記タップ切換器のタップ
位置を推定するステップ（５６）と、
　前記推定されたタップ位置に基づいて、前記タップ切換器にスイッチング信号コマンド
を与えるステップ（６０）とを備える方法（５０）。
【請求項２】
前記平均電圧プロファイルを算出するステップは、或る区域内で或る位相に関してノード
電圧の平均を算出するステップを備える請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記区域は、２つのタップ切換器の間のネットワークを備える請求項２記載の方法。
【請求項４】
前記平均電圧プロファイルを算出するステップは、前記負荷予測に対して負荷潮流アルゴ
リズムを実行するステップを備える請求項１記載の方法。
【請求項５】
前記平均電圧プロファイルを均一化するステップは、前記期間にわたる平坦な電圧値を算
出するステップを備える請求項１記載の方法。
【請求項６】
前記平坦な電圧値は、所定の電圧値を備える請求項５記載の方法。
【請求項７】
前記所定の電圧値は、電圧低減省エネルギー率に基づいて決められることが可能である請
求項６記載の方法。
【請求項８】
前記所定の電圧値は、タップ位置切換え数を最小限に抑えるように決められる請求項６記
載の方法。
【請求項９】
或る期間にわたる負荷予測を算出する負荷予測モジュール（９２）と、
　関心対象の前記期間にわたる平均電圧プロファイルを算出する負荷潮流モジュール（９
４）と、
　前記平均電圧プロファイルを均一化するための変圧器または電圧調整器のタップ切換器
のタイプ位置を推定するタップ位置識別モジュール（９６）と、
　前記推定されたタップ位置に基づいて、前記タップ切換器のタップを調整する切換え回
路（９８）とを備えるタップ切換器制御システム（９０）。
【請求項１０】
プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、電力グリッドにおける変圧器また
は電圧調整器のタップ切換器を動作させる方法（５０）を実行させる、一時的でないコン
ピュータ可読命令を備えるコンピュータ可読媒体（９３）であって、
　前記方法は、
　或る期間にわたる負荷予測を獲得するステップ（５２）と、
　前記負荷予測に基づいて前記期間にわたる平均電圧プロファイルを算出するステップ（
５４）と
　前記期間中の前記平均電圧プロファイルを均一化するための前記タップ切換器のタップ
位置を推定するステップ（５６）と、
　前記推定されたタップ位置に基づいて、タップ切換器にスイッチング信号コマンドを与
えるステップ（６０）とを備えるコンピュータ可読媒体（９３）。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、一般に、電力グリッドに関し、より具体的には、電圧調整器また
は変圧器のためのタップ切換器の制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力システムの基本的な構造は、発電機、変圧器、リアルタイムの監視機器などの様々
なハードウェア要素と、発電、送電、および配電に関する電力潮流解析ソフトウェア、障
害検出ソフトウェア、および回復ソフトウェアなどのソフトウェアとを備える。
【０００３】
　一般に、電力システム事業者は、負荷バス電圧を許容できる限度内に維持することによ
って、顧客に供給される電力の品質を確実にする。システム構成の変更、または電力需要
の変化が、システムにおけるより高い電圧、またはより低い電圧をもたらす可能性がある
。この状況は、変圧器タップ、電圧調整器タップを調整すること、発電機電圧を変更する
ことに、およびキャパシタバンクなどのＶＡＲ源を切り換えることによって、システムに
おいて生じる無効電力を再配分することによって改善され得る。
【０００４】
　変圧器または電圧調整器に関するタップ切換器の動作を最適化するために利用可能な様
々なアルゴリズムが存在する。しかし、これらのアルゴリズムのほとんどは、無効電力制
御アルゴリズムと組み合わされ、このため、長い収束時間につながる。さらに、これらの
アルゴリズムのほとんどは、いくつかの変圧器タップが、望ましくなく多くの回数、１日
の内にオン、オフに切り換えられることをもたらす。変圧器タップを頻繁に切り換えるこ
とは、変圧器タップの切換え接点を劣化させ、保守の必要性を増加させる。
【０００５】
　したがって、タップ切換器を動作させる改良された最適化アプローチの必要性が存在す
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０／０００１７００号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の或る実施形態によれば、変圧器または電圧調整器のタップ切換器を動作させる
ための方法が提供される。この方法は、或る期間にわたる負荷予測を獲得すること、およ
びその負荷予測に基づいて、その期間にわたる平均電圧プロファイルを算出することを含
む。また、この方法は、その期間中の平均電圧プロファイルを均一化するためのタップ切
換器のタップ位置を推定すること、およびその推定されたタップ位置に基づいて、タップ
切換器にスイッチング信号コマンドを与えることも含む。
【０００８】
　本発明の別の実施形態によれば、負荷予測モジュールと、負荷潮流モジュールと、タッ
プ位置識別モジュールと、切換え回路をとを含むタップ切換器制御システムが提供される
。負荷予測モジュールは、或る期間にわたる負荷予測を算出し、負荷潮流モジュールは、
関心対象の期間にわたる平均電圧プロファイルを算出する。タップ位置識別モジュールは
、その平均電圧プロファイルを均一化するための変圧器または電圧調整器のタップ切換器
に関するタイプ位置を推定し、切換え回路は、その推定されたタップ位置に基づいて、タ
ップ切換器のタップを調整する。
【０００９】
　本発明のさらに別の実施形態によれば、プロセッサによって実行されると、そのプロセ
ッサに、電力グリッドにおける変圧器または電圧調整器のタップ切換器を動作させる方法
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を実行させる、一時的でないコンピュータ可読命令を備えるコンピュータ可読媒体が提供
される。この方法は、或る期間にわたる負荷予測を獲得すること、およびその負荷予測に
基づいて、その期間にわたる平均電圧プロファイルを算出することを含む。また、この方
法は、その期間中の平均電圧プロファイルを均一化するためのタップ切換器のタップ位置
を推定すること、およびその推定されたタップ位置に基づいて、タップ切換器にスイッチ
ング信号コマンドを与えることも含む。
【００１０】
　本発明のこれら、およびその他の特徴、態様、および利点は、以下の詳細な説明を、同
様の符号がすべての図面で同様の部分を表す添付の図面を参照して読むと、よりよく理解
されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】全体的な電力システムを示す図である。
【図２】従来のタップ切換器を示す概略図である。
【図３】本発明の或る実施形態によるタップ切換器を動作させる方法を示す流れ図である
。
【図４】予測される平均電圧プロファイル、およびもたらされた平均電圧プロファイルを
示すグラフである。
【図５】本発明の或る実施形態によるタップ切換器制御システムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の様々な実施形態の要素を概説する際、「或る」、「その」、および「前述の」
という冠詞は、それらの要素の１つまたは複数が存在することを意味することを意図して
いる。「備える」、「含む」、および「有する」という用語は、包含的であることを意図
しており、リストアップされる要素以外のさらなる要素が存在する可能性があることを意
味する。動作パラメータの例は、開示される実施形態の他のパラメータを排除するもので
はない。
【００１３】
　図１は、発電から利用までの全体的な電力システム１０の単線結線図を示す。電力シス
テム１０は、発電所１２と、送電変電所１４と、ローカル変電所、つまり、配電変電所１
６と、負荷１８とを含む。発電所１２は、例えば、水力発電所、火力発電所、風力発電所
、または太陽光発電所を備えることが可能である。発電所１２は、通常、４ｋＶから１３
ｋＶまでの範囲内にある発電所電圧で発電する。この発電所電圧は、電力をより効率的に
送るために発電所変圧器（図示せず）によって、１１０ｋＶ以上などの、より高い送電レ
ベル電圧に上げられる。
【００１４】
　送電レベル電圧における電力は、電力を長距離、運ぶように構成された一次送電線２０
によって送電変電所１４に送られる。送電変電所１４において、二次送電線２２を介して
システム内の他のポイントに配電するために電圧の低減が行われる。商業負荷および工業
負荷、または住宅負荷１８のためのさらなる電圧低減が、配電変電所１６において行われ
ることが可能である。配電変圧器１６は、例えば、４ｋＶから３４．５ｋＶまでの範囲内
の電圧で電力を供給することが可能である。これらの電圧は、配電変電所１６において、
または配電変電所１６から電力を受け取る他のローカル変電所（図示せず）において、さ
らなる１レベル、または２レベル、さらに低減されて、１２０Ｖまたは２４０Ｖなどの、
より低い電圧で住宅負荷に電力が供給されることが可能である。送電変電所１４または配
電変電所１６において電圧を下げるために、固定降圧変圧器が使用されることが可能であ
る。通常、降圧変圧器は、０．９から１．１までの電圧比範囲（＝Ｖｏｕｔ／Ｖｉｎ）に
わたって変圧器の１つまたは複数の位相の出力電圧を独立に変えることができる電圧調整
器と組み合わされる。さらなる電圧調整器（図示せず）が、電圧調整器からネットワーク
のさらに下流で電圧および無効電力を調整するために配電システム内に、または配電変電
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所１６に配置されることが可能である。電圧調整器は、配電変電所に配置されると、ＯＬ
ＴＣ（オンロードタップ切換器）と呼ばれる。以降、タップ切換器という用語は、電圧調
整器とＯＬＴＣの両方を表すのに使用されることに留意されたい。さらに、電圧調整器と
ＯＬＴＣは、互換的に使用されることが可能である。
【００１５】
　システム１０内でユーティリティ制御センタ２４が、発電所１２、送電変電所１４、お
よび配電変電所１６の運用およびメンテナンスのために使用される。ユーティリティ制御
センタ２４は、これらの構成要素からデータを受信し、さらにこれらの構成要素に制御信
号を与える。負荷１８が、それぞれの負荷１８の配電変電所１６と通信することが可能で
あり、このため、ユーティリティ制御センタ２４は、それらの負荷１８に情報を送信する
こと、およびそれらの負荷１８から情報を受信することも可能である。ユーティリティ制
御センタ２４の構成要素には、ＳＣＡＤＡ（監督制御およびデータ獲得）システム２６、
ＥＭＳ（エネルギー管理システム）２８、ＤＲＭＳ（需要応答管理システム）３０、およ
びＤＭＳ（配電管理システム）３２が含まれる。一実施形態において、これらの構成要素
のいくつかは、ユーティリティ制御センタ２４に組み込まれるのではなく、システム１０
内で別々に設けられることが可能である。或る特定の実施形態において、すべての構成要
素が必要ではない可能性があり、１つまたは複数の構成要素は、省かれることが可能であ
る。
【００１６】
　当業者には認識されるとおり、ＳＣＡＤＡとは、通常、遮断器、スイッチ、キャパシタ
、リクローザ、および変圧器を含むフィールドデバイスの基本的な制御および監視を指す
。ＥＭＳ２８が、発電および送電を調整し、最適化するのに対して、ＤＭＳ３２は、配電
を調整する。ＥＭＳ２８およびＤＭＳ３２は、ＡＧＣ（自動発電制御）、負荷予測、ＯＬ
ＴＣ－電圧調整器スイッチング制御、エンジニアリング負荷潮流モデル化、経済的給電、
エネルギーアカウンティング、交換取引、およびＶＡＲ／電圧制御などのアプリケーショ
ンを含む。ＤＲＭＳ３０が、ピーク需要を制御し、顧客に大きな不都合を生じさせること
なしに他の節約をもたらす。
【００１７】
　図２は、従来の電圧調整器１１０の概略図を示す。電圧調整器１１０は、一次巻線４２
と、二次巻線４４と、変圧器タップ４６とを含む。当業者には認識されるとおり、変圧器
が、一次巻線上と二次巻線上で等しい巻数を有する場合、入力電圧と出力電圧は、等しく
なる。一次巻線上、または二次巻線上の巻数を増やすこと、または減らすことによって、
出力電圧が変えられることが可能である。例えば、一次巻線４２の巻数が１２０であり、
二次巻線４４の巻数が６０である場合、出力対入力電圧比は、１／２になり、すなわち、
二次巻線上の出力電圧は、一次巻線上の入力電圧の半分になる。巻数を物理的に変更する
のではなく、変圧器タップ４６を使用して二次巻線に対する物理的接続の位置を変更する
ことによって、巻数比、つまり、電圧比が変更され得る。図２で、二次巻線４４は、複数
の電圧タップ４６を含む。このため、この例示される実施形態において、二次巻線４４に
おける出力電圧は、負荷が接続されるタップに依存し、０．９Ｖｉｎから１．１Ｖｉｎま
で変化することが可能であり、ただし、Ｖｉｎは、一次巻線４２上の入力電圧である。０
．９Ｖｉｎから１．１Ｖｉｎまでの間に、中間の電圧を得るために複数のタップ（図示せ
ず）が存在することが可能である。一般に、タップ切換器は、３２のタップを有し、それ
らのうち１６個が、電圧を上げるためである（１から１６までのタップ）のに対して、１
６個は、電圧を下げるため（－１から－１６までのタップ）である。例えば、出力電圧が
、タップが全く使用されない、またはオンにされない状態のＶｉｎである場合、タップ１
０は、オンにされると、１．０６２５Ｖｉｎの出力電圧をもたらすことが可能であり、タ
ップ－１０は、０．９３７５Ｖｉｎの出力電圧をもたらすことが可能である。実際のタッ
プ設定およびタップは、用途に応じて様々であることに留意されたい。例えば、配電変圧
器の場合、出力電圧は、０．９Ｖｉｎにまで下がる必要はないが、いくつかの状況におい
て、出力電圧が、入力電圧より高いことが必要であり得る。別の実施形態において、出力
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電圧は、０．９Ｖｉｎより低い必要がある可能性がある。
【００１８】
　図３は、本発明の或る実施形態によるタップ切換器を動作させる方法５０を示す。この
方法は、例えば、ＤＭＳ３２またはＥＭＳ２８によって使用されることが可能である。こ
の方法は、ステップ５２で、或る期間、または関心対象の期間にわたる負荷予測を獲得す
ることを含む。この負荷予測は、特定の区域に関する有効電力および無効電力を示すＭＶ
Ａ負荷の点で算出されることが可能である。一実施形態において、関心対象の期間は、１
時間、数時間、１日、またはユーザもしくは事業者によって決められた他の任意の適切な
時間であることが可能である。別の実施形態において、負荷予測は、将来のｋ時間ステッ
プにわたって算出され、ただし、ｋは、やはり、事業者によって決められた数である。
【００１９】
　負荷予測は、関心対象の期間の任意の所与の時点で各位相がどれだけの負荷を有するこ
とが可能であるかを特定するのに役立つ。この情報は、配電システム上で負荷潮流を流し
て、様々なポイントにおける電圧について状態を推定するのに使用されることが可能であ
る。負荷予測技術は、時間、気象条件、顧客タイプ、配電システム条件、ならびに履歴上
の負荷および気象データなどの様々な要因を利用して、負荷予測をもたらす。当業者には
認識されるとおり、負荷予測方法は、類似日アプローチ、様々な回帰モデル、時系列、ニ
ューラルネットワーク、エキスパートシステム、ファジー論理、および統計学習アルゴリ
ズムを含むことが可能である。
【００２０】
　各時間ステップに関して負荷予測が獲得されると、ステップ５４で、各区域および各位
相に関して平均電圧プロファイルが算出されることが可能である。一実施形態において、
区域とは、２つのタップ切換器の間の電力ネットワークまたは配電システムを指す。例え
ば、電圧が、固定降圧変圧器を介して６９ｋＶから３４．５ｋＶまで下げられ、別の配電
変電所における第２の降圧変圧器を介して１２．４７ｋＶまでさらに低減された場合、そ
の３４．５ｋＶから第２の１２．４７ｋＶまでの間の電力システムが、１つの区域と見な
される。次に、配電システム内の各ノードに関する電圧が、１２．４７ｋＶを、この区域
の各位相に関するベース電圧として使用して、算出されることが可能である。当業者には
認識されるとおり、このベース電圧値は、計算目的で数量を共通ベースに正規化するため
に利用される。タップ切換器または電圧調整器は、送電システムと配電システムの間の連
係部における第１の降圧変圧器の出力、および第２の１２．４７ｋＶ変電所に配置されて
、０．９ｐｕ（単位当り）から１．１ｐｕまでの電圧比範囲内の配電電圧のさらなる調整
が許されることが可能である。ノード電圧を算出するのに、負荷潮流アルゴリズムが利用
されることが可能である。負荷潮流アルゴリズムは、予測される有効負荷および無効負荷
に関して、配電システム上の各バスまたは各ノードに関する完全な電圧位相角および電圧
振幅の情報を獲得する。有効負荷情報および無効負荷情報に基づいて電圧情報を算出する
ことは、非線形問題であるので、数値法が、許容できる公差の範囲内の解を得るのに使用
される。負荷潮流アルゴリズムのための数値法には、例えば、ウイリアムカースティング
の後退／前進掃引アルゴリズムが含まれることが可能である。次に、平均電圧プロファイ
ルが、各位相および各期間に関して配電システム内のすべてのノード電圧の平均を計算す
ることによって、算出されることが可能である。一実施形態において、電圧プロファイル
は、タップ切換器の複数のタイプのうち半数がオン位置にある状態で計算される。つまり
、タップ切換器に、電圧を上げるようにそれぞれが設計された（０のタップと比べて）３
２のタップが存在する場合、電圧プロファイルは、タップ切換器の１６のタップがオン位
置にある状態で算出される。しかし、他の実施形態において、電圧プロファイルは、異な
るタイプ位置で算出されることが可能である。
【００２１】
　ステップ５４で電圧プロファイルが算出されると、ステップ５６で、その電圧プロファ
イルを均一化する、関心対象の期間にわたるタップ切換器のタップ位置が推定される。一
実施形態において、電圧プロファイルを均一化することは、関心対象の期間全体にわたっ
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て一定の電圧を得ることを意味することに留意されたい。この電圧は、完全に一定ではな
くてもよく、或る変動を含んでもよいが、考え方は、全体的な電圧プロファイルが大きな
変動を有してはならないということである。電圧プロファイルを均一化するのに、平坦な
電圧値または所望される値と呼ばれる或る量の電圧が、関心対象の期間にわたって固定さ
れることが可能である。一実施形態において、平坦な電圧値は、タップ位置切換えの数が
最小限に抑えられるように決定されることが可能である。別の実施形態において、平坦な
電圧値は、電圧プロファイルの最小電圧と最大電圧の平均値であることが可能であり、あ
るいはさらに別の実施形態において、平坦な電圧値は、中央値であることも可能である。
タップ位置を推定するために、すなわち、オンまたはオフにされる必要があるタップの概
数を識別するのに、平均電圧プロファイルと平坦な電圧値の差を、１タップ当りの電圧で
割ることが可能である。平坦な電圧値が、平均電圧プロファイル値より高い場合、さらな
る１つまたは複数のタップがオンにされることが可能である。そうではなく、平坦な電圧
値が、平均電圧プロファイル値より低い場合、所望される一次対二次電圧比に応じて、１
つまたは複数のタップがオフにされることが可能である。例えば、所望される平坦な電圧
値が、０．９８ｐｕであり、さらに特定の期間における予測される平均電圧が、０．９６
７５ｐｕである場合、０．９８ｐｕを実現するのに、０．００６２５ｐｕボルト／タップ
を想定して、複数のタップのうち２つがオンにされることが可能である。同様に、その電
圧が０．８８ｐｕである場合、１６のタップがオンにされることが可能である。
【００２２】
　図４は、本発明の或る実施形態に従って算出された電圧プロファイルの例示的なプロッ
ト７０および７１を示す。両方のプロット７０、７１の水平軸７２は、時間単位の時間を
表すのに対して、垂直軸７４は、区域内のすべてのノードにわたる平均電圧をｐｕ（単位
当り）で表す。プロット７０から、予測される平均電圧プロファイル７６は、２４時間の
期間にわたって、所望される平坦な電圧値（例えば、０．９８ｐｕ）より約２タップ設定
低い最小値から、所望される平坦な電圧値より約２タップ設定高い最大値まで変化するこ
とを見て取ることができる。さらに、プロット７１は、本発明の或る実施形態による、タ
ップ切換器動作に基づく、もたらされた平均電圧プロファイル７７を示す。このもたらさ
れた平均電圧プロファイル７７は、タップ設定を３回調整して計算されている。第１のタ
ップ切換えは、２タップ設定が増加されて午前４時に行われ、第２のタップ切換え、およ
び第３のタップ切換えは、各調整で２タップ設定が低減されて、それぞれ午後８時および
午後１０時に行われている。
【００２３】
　図３を再び参照すると、ステップ５６で平坦な電圧値が達せられる、または実現される
と、この電圧は、ステップ５８で、関心対象の期間全体にわたって単一タップ切換え分、
規定された電圧までさらに上げられる、または下げられることが可能である。例えば、平
坦な電圧値が、関心対象の期間（例えば、２４時間）全体にわたって１．００１２５ｐｕ
であり、規定された電圧値が、０．９８ｐｕである場合、現在のタップ設定は、３タップ
（０．００６２５ボルト／タップ）分、低減されなければならない。一実施形態において
、規定された電圧値を獲得する前に、新たに識別されたタップ設定で電力潮流アルゴリズ
ムが再び利用されて、平均電圧プロファイルに大きな変化が生じたかどうかが検証される
ことが可能である。別の実施形態において、この規定された電圧は、ユーティリティ会社
によって決められることが可能であり、ＣＶＲ（電圧低減省エネルギー）率に基づく。当
業者には認識されるとおり、ＣＶＲ率は、電圧の１パーセント低減からもたらされる負荷
消費量の低減パーセンテージである。いくつかの実施形態において、ＣＶＲ率は、０．４
から１．０までに及ぶことが可能である。関心対象の期間にわたってタップ調整器のタッ
プを切り換えるためのスケジュールが決定されると、この情報が、ステップ６０で、図１
のＥＭＳ２８またはＤＭＳ３２によってタップ切換器のタップに適切なスイッチング信号
コマンドが与えられることによって、タップ切換器を動作させるために利用されることが
可能である。
【００２４】
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　図５は、本発明の或る実施形態によるタップ切換器制御システム９０を示す。システム
９０は、１時間または２４時間、あるいは事業者によって決められた他の任意の時間であ
ることが可能な或る期間にわたる負荷予測を獲得するための負荷予測モジュール９２を備
えるメモリ９３に結合されたプロセッサ９１を含む。本明細書で使用される場合、モジュ
ールという用語は、説明される機能を提供するコンピュータプログラムまたはコンピュー
タコードを指す、または含むことが可能であることに留意されたい。負荷潮流モジュール
９４が、負荷予測モジュール９２から獲得された負荷予測データ上で電力潮流を流し、平
均電圧プロファイル、すなわち、その期間にわたり所与の区域内で位相のそれぞれに関し
てすべてのノードにわたる平均電圧を算出する。この区域は、２つのタップ切換器の間の
電力ネットワークであることが可能である。タップ位置識別モジュール９６が、その電圧
プロファイルを均一化する平坦な電圧値を算出し、平坦な電圧プロファイルを実現するそ
の期間全体にわたるタップ位置をさらに推定する。一実施形態において、モジュール９６
は、平坦な電圧プロファイルを所定の電圧値プロファイルに変える、関心対象の期間にわ
たるタップ位置をさらに識別することが可能であり、この所定の電圧値は、ＣＶＲ率に基
づいて決められることが可能である。プロセッサ９１が、メモリ９３から獲得されたデー
タを処理し、スイッチング信号コマンドをスイッチング回路９８に与える。一実施形態に
おいて、スイッチング信号コマンドは、１または０の値を有するデジタル信号であること
が可能である。スイッチング信号コマンドが１である場合、このことは、それぞれのタッ
プがオンにされるべきことを意味することが可能である。同様に、スイッチング信号コマ
ンドが０である場合、このことは、それぞれのタップをオフにすべきことを示しているこ
とが可能である。スイッチング信号コマンドがオンである場合、それぞれのタップはオン
にされるのに対して、スイッチング信号コマンドがオフである場合、タップはオフにされ
る。次いで、スイッチング回路９８は、タップ位置識別モジュール９６によって関心対象
の期間について決められた修正タップ位置に基づいて、タップ切換器のタップにスイッチ
ング信号を与える。
【００２５】
　本発明のいくつかの特徴だけを本明細書で例示し、説明してきたが、多くの変形および
変更が、当業者には思い浮かべられよう。したがって、添付の特許請求の範囲は、本発明
の真の趣旨の範囲に含まれるすべてのそのような変形を範囲に含むことを意図しているも
のと理解されたい。
【符号の説明】
【００２６】
　１０　全体的な電力システム
　１２　発電所
　１４　送電変電所
　１６　配電変電所
　１８　負荷
　２０　一次送電線
　２２　二次送電線
　２４　ユーティリティ制御センタ
　２６　ＳＣＡＤＡ（監督制御およびデータ獲得）システム
　２８　ＥＭＳ（エネルギー管理システム）
　３０　ＤＲＭＳ（需要応答管理システム）
　３２　ＤＭＳ（配電管理システム）
　４０　電圧調整器
　４２　一次巻線
　４４　二次巻線
　４６　変圧器タップ
　７０、７１　電圧プロファイルプロット
　７２　水平軸
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　７４　垂直軸
　７６　予測される平均電圧プロファイル
　７７　実際の平均電圧プロファイル
　９０　タップ切換器制御システム
　９１　プロセッサ
　９２　負荷予測モジュール
　９３　メモリ
　９４　負荷潮流モジュール
　９６　タップ位置識別モジュール
　９８　スイッチング回路

【図１】
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【図３】
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